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写真２ 実験用動物の外観 

(a) 雄 (b) 雌 (a) 開放型通路    (b)閉鎖型通路 

図１ 開放型・閉鎖型通路の断面形状 

小動物用通路の断面形状と傾斜角に関する動物実験 

崇城大学 エコデザイン学科 正会員 片山拓朗，○田尻佳文 
三和コンクリート工業㈱ 開発技術部 正会員 石橋直樹， 徳永忠美 

 
１．はじめに 

都市近郊の中小河川の急傾斜護岸では，護岸の傾斜

角のために小動物（タヌキ，イタチ，ヘビ，ネズミな

ど）の移動が阻害され，小動物の生息・生育環境の一

つである水辺環境が失われている．筆者らは開放型と

閉鎖型の二つの生物用通路要素を備えたブロック構造

体 1), 2)を用いて生物が容易に移動できる急傾斜護岸を

構築する方法を提案している．生物用通路の計画・設

計にあたっては，通路の断面形状と傾斜角は水辺環境

の再生・保全の対象とする動物の体格と運動能力を考

慮して決めなければならない．また，開放型と閉鎖型

通路に対する動物の嗜好性を把握することも重要であ

る． 

ここでは，イタチなどの小型哺乳類に適した通路の

形状と傾斜角および開放型と閉鎖型通路に対する嗜好

性を調べる室内実験について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．イタチの体格と生物用通路の断面形状 

写真１はイタチなどの小型哺乳類を対象としたコン

クリート製生物用通路要素付ブロック構造体の外観で

ある．このブロックは，開放型通路の要素となる前面

の突起と，閉鎖型通路の要素となる内部の貫通孔を持

つ．開放型通路は斜面の前面に配置する通路であり，

閉鎖型通路は斜面の内部に配置する通路である．二つ

の通路はブロックの穴で接続される． 

図１は開放型通路と閉鎖型通路の断面形状をまとめ

たものである．開放型通路は，壁から水平に突出した

L字形断面を基本形とし，突出幅 Bを基本寸法とする．

閉鎖型通路は，ブロックの製作性に配慮した円形断面

を基本形とし，内径 D を基本寸法とする． 

 表１はイタチ科のイタチ，チョウセンイタチの頭胴

長，尾長および体重 3)を比較したものである．なお，

実験用に飼育するイタチ科ケナガイタチ属フェレット

のそれも併記する．表１のイタチの体格とコンクリー

トブロックの製作性を考慮すると，開放型通路の突出

幅は B=10cm 程度，閉鎖型通路の直径は D=10cm 程度が

適当と考えられる． 

 

 
表１ イタチ科哺乳類の体格の比較 

和名 イタチ 
チョウセン 

イタチ 
フェレット
(実験用) 

雄 27～37 28～38 47 頭胴長

(cm) 雌 19～25 25～31 36 

雄 12～16 16～19 18 尾長

(cm) 雌 7～9 13～16 13 

雄 400～500 650～820 1,110 体重 

(g) 雌 145～200 360～430 770 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 1 ㎡ 5 分勾配型ブロック構造体 

（2 個のブロック構造体を並べた状態） 
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３．通路の形状と傾斜角に関する室内実験の方法 
 写真３は生物通路の傾斜角度を変化できる実験装置

の外観である．実験装置は水深 12cm の簡易水槽の中に

設置し，通路の上側に実験用動物の巣箱を設置し，通

路の下側に簡易水槽の水を摂取するための給水場と給

餌場を設置した．簡易水槽の水は実験用動物の落下時

の安全対策も兼ねる．巣箱の取付け高さを変えること

により通路の傾斜角を調整する．通路の全長は３ｍで

ある． 

 写真４は実験装置の昇り口と降り口との外観である．

開放型通路は木製の L 型梁の表面をモルタルで仕上げ

たものである．突出幅は B=10cm とし，側壁の高さは

20cm とした．閉鎖型通路は内径 D=10cm のモルタルラ

イニング仕上げのダグタイル鋳鉄管を使用した．閉鎖

型通路は開放型通路の壁面裏側に設置した． 

 実験装置上で写真２に示す実験動物のフェレット雄

雌 2 頭を飼育し，赤外線照射器と高感度 CCD カメラを

用いて行動を記録した．給餌時間帯は 15：00～16：00

とし，給餌場ではドライフードのみを与えた．フェレ

ットは通路を使用してのみ水槽の水と給餌場の餌を摂

取できる環境下にある． 

  

４．実験結果 

図２と図３に，実験により得られた開放型と閉鎖型

通路の傾斜角度(15°～40°)とフェレットの昇降回数  
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(3 日間平均)の関係を示す．  

オスの昇りの場合は，開放型が主に使用され，傾斜

角の増加に伴い開放型の回数は減少するが，閉鎖型は

15°，20°，40°を除いて使用されなかった．降りの

場合は，閉鎖型の回数が多いが，開放型は角度が 30°

以上では使用されなかった．メスの場合は，昇りと降

り共に開放型が主に用いられ，傾斜角の増加に伴い回

数が減少する．閉鎖型は傾斜角が 25°以上では使用さ

れなかった． 

今回の実験では，開放型通路と閉鎖型通路に対する

明確なフェレットの嗜好性は確認できなかった．全般

的に，傾斜角の増加に伴い昇降回数は減少する傾向が

あり，通路の傾斜角は対象とする動物の登坂能力に合

わせて決定する必要があると考えられる．  
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写真４ 昇り口と降り口の外観 写真３ 実験装置の外観 
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図 2 オスの傾斜角度と昇降回数（３日間平均） 図 3 メスの傾斜角度と昇降回数（３日間平均） 
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